
信用と誠実を大切に、持続可能な社会に貢献
－ホクシヨー株式会社－

企業概要・沿革

当社は1951年（昭和26年）に創
業した、建築資材用ゴム製品を通じて、
人々の豊かなくらしを支える会社です。

当社は日本で最初にサッシ用エアタ
イトゴムを開発・販売した会社で、当
社製品は、建物の窓や扉、免震装置
などに使われています。

1999年にISO9001の認証を取得
し、品質管理・技術基盤を発展させ、
提案力・設計力・メンテナンス力で建
築業界のニーズに応えてまいりました。

今後もゴム建材パーツのブランド企
業として、培ってきた専門技術やノウハ
ウを活かし、より高度な製品づくりと新
しい分野へのチャレンジを続けてまいり
ます。
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開発、施工、アフターケアまでをワンストップ
で提供

当社は建設会社などに、建築資材用ゴム製品を、
開発から施工、アフターケアまで一貫して提供してい
ます。商品開発においては、創業以来3万型の商
品を提供しており、建築の進歩に伴う機能、デザイ
ンの変化の要求に応じた、きめ細かな提案を行って
います。

商品ごとに取付方法が異なるため「製品のみでは
性能責任が果たせない」と考え、工事部を設けて設
計から施工までトータルでサポートいたします。

また、当社はゴム製品のプロとして、「製品」ではな
く「機能」を売っています。すなわち、当社がお客様の
用途に合わせて、製品を選択する販売方法を採り、
納品後も責任を持って対応しています。

板橋区簡易型BCP策定支援事業 事例集

当社 本社社屋

当社デリバリーセンター内

当社商品の一部



BCP策定に取り組んだ理由

当社は「顧客に満足していただける製品とサービスを長期
にわたって提供し続けることが、企業発展の重要課題」と考
え、品質方針の目的としてきました。

東日本大震災に遭遇し、災害に対する対策を行っていな
いことを認識して、業務の停止に対する不安が大きくなりま
した。特に商品の製造を委託している協力会社は、数が多
く、各地に分散しているため、発災時の状況確認だけでも
大きな工数になります。

会社全体が混乱なく、適切に災害に対応ができる仕組み
を作りたいと考えていたところ、板橋区SDGs/ESG経営推
進事業の中で板橋区簡易型BCPの存在を知り、策定支
援を申込みました。板橋区簡易型BCPはシンプルですが、
事業継続の第一歩として十分と判断しました。
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事業者情報

事業者名 ホクシヨー株式会社

本社所在地 板橋区上板橋１丁目２−８

設立 1951年（昭和26年）7月26日

資本金 9,000万円

従業員数 57名

代表者 代表取締役 杉山英男

Tel 03-3933-1156

ホームページ https://www.hokusyo.co.jp/

策定にあたり特に注力した点

策定のプロセスの中で、会社の運営にとっ
て重要な書類は何か、それがどこにあるか、
また事業継続に必要な機械設備は何かを
考え、集中的に書類を収集してBCP文書を
完成させ、情報を経営幹部で共有しました。

必要な備品や食料の備蓄を見直し、本
社の備蓄品の整備と併せて、大阪支店、福
岡営業所にも備蓄品を配備しています。

自宅から距離がある従業員も多いため、
帰宅や参集の判断に自宅との距離も取り
入れることとしました。

データのバックアップについて重点的に検討

し、利用中のクラウドサービスのデータはバッ

クアップされていることを確認しました。しかし、

社内のサーバーのバックアップ対策が必要と

気づき、予算化を検討することになりました。

BCP策定の感想・効果

東日本大震災から14年かかりましたが、策定
して良かったと感じています。

2024年7月に行った「SDGs宣言」の「内部
管理・組織体制」の取組みの中に「災害対策と
してBCPを策定し、緊急の事態に運用する」と
明記し、BCPも持続可能な社会の実現のため
に活用してまいります。

最終日の訓練を体験した感想です。

「災害時に誰が何の行動をする必要があるか、
理解できた。黙読でなく、実際に声を出したこと
で実感した」

「事前の取り決めが大事だとわかった。見直すべ
き点が多いと気づいた」

「いざという時に行動できるかどうかは、経験に
よって違いが生じる。訓練の機会を従業員にも
広げたい」

危機の際は、人間の心理状態も不安定にな
るので、配慮しながら運用したいと考えています。

カタログ、会社案内とBCP文書

代表取締役 杉山英男
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